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グローノUレ・コンパクト加盟趣旨説明書

同志社大学は人権、労働基準、環境、腐敗防止に関するグローノVレ・コンパクトの 10 の原

則を支持することを確認いたします。

私どもは、本学の影響力の及ぶ範囲内でできる限りグローノUレ・コンパクトの 10 原則を促

進していく所存でございます。本学はグローノUレ・コンパクトおよびその 10原則を本学の戦

略、文化および日々の業務の一部にしていくことと、国連が目指しているミレニアム開発目

標などへの取り組みにも関わっていくことをお約束いたします。また、このような私どものグ

ローバル・コンパクト1こ対するコミットメントをステークホルダーおよび公に対して明言いたし

ます。

グローノUレ・コンパクト・ジャパン・ネットワーク加盟に際し、会員として得られた他社・団体

に関する情報を第三者に漏洩しないことをお約束します。

2020年6月12日

同志社大学

学長植木朝子

子イ不る1



VENUE

CONTACT

2019.11.30 (Sun) 10:30-18:30

Ryoshinkan B1, Imadegawa campus, Doshisha
University（今出川キャンパス良心館B1）

Office of the Graduate School of Global 

Studies

(問い合わせ先：同志社大学院グローバル・スタ
ディーズ研究科事務室)

● Tel: 075-251-3930   Email: ji-gs@mail.doshisha.ac.jp

予約不要: No reservation required

同志社大学院グローバル・スタディーズ研究科
Graduate School of Global Studies, Doshisha University

“What is Global Studies?
-Pursuing Conviviality and 

Constructing New Civilizations-”

10th Anniversary Symposium

10周年記念イベント

For more information: 
https://global-studies.doshisha.ac.jp/en/research/gs.html



What is Global Studies?
-Pursuing Conviviality and Constructing 

New Civilizations-

10:30- Welcoming and Open Remarks

10:45-11:30    Keynote Lecture:
“The Need and Fear of the Universal: Insights from the History of 
Interreligious Coexistence in Ethiopia” 

By Prof. Éloi Ficquet, School of Advanced Studies in the Social 

Sciences (EHESS), France 

11:45- 13:15      Session 1: 

Theme: Human and Nature in the Historical Crossroad
(Presented by three distinguished speakers)

14:15- 16:15     Session 2: 

Theme: Globalization and the Future of Civilizations
(Presented by four distinguished speakers)

16:30- 18:00    Session 3 
(discussion in Japanese language with English translation): 

日本語セッション（同時通訳あり）：
“誰も取り残されない社会をめざして－持続可能な開発目標
（SDGs）と日本の人間の安全保障指標”

特別講師：高須幸雄（国際連合事務総長特別顧問（人間の
安全保障担当））その後パネルディスカッションに続く

“Toward a Society in Which No One Is Left Behind: The 
Sustainable Development Goals (SDGs) and the Human 
Security Indicators of Japan”

Special Lecturer by H. E. Mr. Yukio Takasu, Special 

Advisor to the UN Secretary-General 

(Panel discussion will follow)



お名前

ご住所　〒

TELフリガナ

ISBN978-4-7503-4915-2 ◉本体価格3,000円+税

◎最寄りの書店へ、このチラシをご持参の上、ご注文ください。
◎直送ご希望の方は、電話またはFAXで弊社へお申し込みください。
　代金引き替え郵便でお送りします。代金は配達の方にお支払いください。
　書籍代（本体価格＋消費税）に加え、送料として一律300円かかります。

◉定価（本体3,000円+税）
B5判／並製／276頁ISBN978-4-7503-4915-2

　はじめに
　第 1部　日本の人間の安全保障指標
第 1 章　SDGs指標との比較と指標別ランキング
第 2 章　都道府県別指数
第 3 章　アンケート調査による主観的評価
第 4 章　都道府県別プロフィール
　第 2部　取り残されがちな個別グループの課題
第 5 章　子ども
第 6 章　女  性
第 7 章　若  者
第 8 章　高齢者
第 9 章　障害者
第10章　LGBT
第11章　災害被災者
第12章　外国人
　第 3部　結論と提言
第13章　日本の人間の安全保障の課題
第14章　誰も取り残されない社会を作るために
　指標データ出典一覧
　あとがき
　日本の人間の安全保障プロジェクトチーム

誰も取り残されない日本を作るために
何をするべきか？

����年までの達成を目指す国連の「持続的な開発目標（SDGs）」は、世界の紛
争国や貧困国も交えた全世界共通の指標であるため、所得水準、インフラなど多
くのSDGs指標を日本はほぼ達成している。しかし、SDGsの理念である“誰も取
り残されていない包摂性のある社会” が達成されていると言えるだろうか。誰も取
り残されていないと言えるだろうか。すべての人が取り残されない社会を築くため
に、主たる課題を人間の安全保障指標として都道府県ごとに指数で可視化するこ
とによって、いかなる改善が必要か提言したい。

◆ 内容構成

SDGsと日本
全国データ

誰も取り残されないための人間の安全保障指標

全国データ　SDGsと日本
誰も取り残されないための人間の安全保障指標

NPO法人「人間の安全保障」フォーラム ［編］　高須幸雄 ［編著］

NPO法人「人間の安全保障」フォーラム ［編］
　高須幸雄 ［編著］

90あまりの指標データから
　　　　　地域ごとの課題を可視化

2

J5　ふるさと納税者数（人口 1万人あたり）

J4　ボランティア活動の年間行動者率

J3　地縁団体の数（人口千人あたり）

J2　文化施設及び公民館数（人口 1万人あたり）
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セッション３：誰も取り残されない社会を目指して 
―持続可能な開発目標（SDGs）と日本の人間の安全保障指標― 

梗概 
 
 

持続可能な開発目標（SDGs）は、「誰も取り残されない社会」の実現を目指し、17 の

目標、232 の指標を設定している。その目的は、この世界に生まれた一人一人が、かけ

がえのない人間として尊厳をもち、自然と調和し、安心して暮らせる世界を実現するこ

とである。 
日本は「先進国」なので、国全体として見れば、すでに SDGs の目標の大部分を達成

している。それでも、SDGs の実現に向けて取り組むべきことはたくさんある。９割の

人々が満足していても、１割の人々が生きにくさ、辛さを実感しているような社会は、

SDGs が実質的に達成された社会とは言えないからである。日本において取り残されて

いるのは誰だろうか。そのような人々はどこにいて、どのような生きづらさに直面して

いるのだろうか。その生きづらさは、SDGs のどの目標、どの指標と関連しているのだ

ろうか。このようなことを明らかにするところから、日本における SDGs の実践が始ま

る。 
「誰も取り残さない」という SDGs の目的は、人間の安全保障の考え方と重なる。人

間開発は人々の選択肢が徐々に広がっていくプロセスを重視するけれども、人間の安全

保障の考え方では、脅威に対して脆弱な人々に焦点を当て、そのような人々を保護する

とともに、人々の主体的な取り組みに寄り添おうとする。 
この実践を進めていくためには、人々が置かれた不公正な状況、格差、人権侵害、社

会的排除を可視化することが、まず必要になる。そこで、国際連合の舞台で人間の安全

保障の普及に努めてきた高須幸雄大使がイニシアチブをとり、NPO「人間の安全保障」

フォーラムおよび人間の安全保障学会が協力する形で、日本における人間の安全保障指

標を作成する試みが始まった。 
取り残されがちな人々の存在を可視化するために、命、生活、尊厳という領域で総計

88 の指数を計算し、都道府県別にランキングする作業を進めた。客観的な統計データ

を集めるだけでなく、人々の主観を尋ねるアンケート調査も行った。さらに、子ども、

女性、若者、LGBT、高齢者、障がい者、外国人・難民、被災者など、様々な人々の生

きにくさと、それを克服する取り組みを描き出すケーススタディを実施した。 
同じ本年 11 月、東京大学駒場キャンパスで開催される人間の安全保障学会・国際開

発学会合同大会において、この指標を検討するラウンドテーブルが行われる。今回の同

志社でのセッションは、西日本でのお披露目にあたる。今後は指標の結果を社会に発信

し、様々なアクターに活用していただくとともに、汎用性を高める改善をほどこし、世

界で使える指標のテンプレートとすることが目指されるだろう。このイベントは、その

ための第一歩である。多くの学生、研究者の来場を期待する。 
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Session 3 
Toward a Society in Which No One Is Left Behind: 

The Sustainable Development Goals (SDGs) and the Human Security Indicators in Japan 
Synopsis 

 
Aspiring for an accomplishment of a “society in which no one is left behind”, the Sustainable 

Development Goals (SDGs) have set up 17 goals and 232 indicators. The objective of the SDGs 
is to realize a world in which everyone who was born in this world can live a secure life in dignity 
and in harmony with nature as an irreplaceable human being. 

If we look at Japan at large as a “developed” country, the nation has already achieved most 
objectives of the SDGs. However, there remain much task to realize the SDGs in Japan, because 
a place where one-tenth of the population faces bitterness every day, while the rest feels happy, 
cannot be called a place where the SDGs are realized in substance. Who are left behind in Japanese 
society? Where are they? What kinds of difficulties do they face? Which SDGs goals and 
indicators are the challenges related to? The practice of achieving the SDGs in Japan should begin 
with an attempt to answer these questions. 

The slogan, “Leave No One Behind”, resonates with the ideal of human security. While human 
development pays attention to the process of enlarging the range of people’s choices gradually, 
human security focuses on the people who are vulnerable to threats and attempts to protect and 
empower them, staying close by those people who take their own initiatives to solve problems. 

In order to advance this practice, it is necessary to visualize injustice, disparities, human-rights 
violations and social marginalization faced by the vulnerable population. For this purpose, 
Ambassador Yukio Takasu who has strived to mainstream human security on the arena of the 
United Nation took the initiative to develop the Human Security Indicators in Japan in 
collaboration with an NPO, Human Security Forum, and the Japan Association for Human 
Security Studies (JAHSS). 

In order to render visible the presence of people who tend to be left behind, the team calculated 
88 indicators in the areas of life, livelihood and dignity and commenced a ranking of prefectures 
in Japan. In addition to assortment of statistics, a questionnaire survey to investigate into people’s 
subjective insecurities was implemented. Moreover, case studies have been conducted to shed 
light upon the difficulties in real life, as well as attempts to overcome them, involving children, 
women, youth, LGBT, aged, disabled, foreigners, refugees and natural disaster victims. 

In Tokyo, a roundtable to discuss the new Indicators takes place at Tokyo University on the 
occasion of the joint conference of JAHSS and the Japan Society for International Development. 
This session at Doshisha University in Kyoto is the event unveiling the Indicators in western 
Japan. After these events, the team aims at disseminating the indicators in wider society so that 
various actors can make full use of them. Then, by advancing the versatility, the team will provide 
a template of human security indicators that is to be operationalized in various parts of the world. 
The event marks the first step to these ends. 
 
*This is the third session of the one-day event commemorating the 10th anniversary of the 
Graduate School of Global Studies, Doshisha University. The discussion of this session will be 
conducted in Japanese with simultaneous interpretation to English. 
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登壇者略歴 

 

高須幸雄 （たかす・ゆきお） 

2010 年より国際連合事務総長特別顧問（人間の安全保障担当）。高須氏は、「持続可能な

開発のための 2030 アジェンダ」および「持続的平和のアジェンダ」を推進することで、人

間の安全保障を主流化する国際連合のアドボカシー活動を牽引している。高須氏は長年に

わたり、日本政府において、国際連合において、また研究者として、国連の諸活動に関連す

る顕著な業績を重ねてきた。高須氏は、外務省国連政策課長、国際社会協力部長、在ウィー

ン国際機関日本政府代表部特命全権大使（2001-05 年）、国際連合日本政府常駐代表（国連

大使）（2007-10 年）などの高位の外交的職務を務めた。国際連合においては、事務次長補・

財務官（1993-97 年）、事務次長（管理局長）（2012-2017 年）を務めた。高須氏はハーバ

ード大学、東京大学、政策研究大学院大学を経て、現在は立命館大学客員教授を務めている。 

 

Mr. Yukio Takasu serves as Special Advisor to the UN Secretary-General on Human Security 

since 2010. Mr. Takasu leads the United Nations advocacy efforts on mainstreaming human 

security in advancing the Agenda 2030 for Sustainable Development and the sustaining peace 

agenda. He has a long and distinguished career related to the United Nations activities in the 

Government of Japan, the United Nations and as an academic.  He has held senior diplomatic 

positions, including Director-General of Multilateral Cooperation, Permanent 

Representative to International Organizations in Vienna (2001-05), and Permanent 

Representative of Japan to the United Nations (2007-10). In the UN, he served as Assistant 

Secretary-General, Controller of the United Nations (1993-97) and Under Secretary-General 

for Management (2012-2017). Mr. Takasu is Visiting Professor of Ritsumeikan University, 

and has held academic positions at Harvard University, the University of Tokyo, and the 

Graduate University for Policy Studies. 

 

佐久川恵美（さくがわ・えみ） 

同志社大学大学院グローバル・スタディーズ研究科博士後期課程 1 年生。2011 年 3 月 11
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日から発生している東京電力福島第一原子力発電所事故（以下、福島原発事故）は、私たち

一人ひとりの暮らしにどのような影響を与え、この問題にどのように向き合えるのか考え

ています。福島原発事故から 8 年 9 か月が経ち復興が推し進められるなかで、放射線によ

る健康影響への不安は、国が提示する「正しい」知識で払拭する対象になっています。です

が放射線による健康影響の論争は続いており、不確実な部分があります。不安や身体の異変

を否定して進む復興ではなく、不確実性を土台に据え、不安に思っていることや思っていな

いことを表現し、それを確かめあいながら、暮らしの場をつくっていくにはどうすれば良い

か、オーラルヒストリーの手法を用いながら考えています。 

 

Emi Sakugawa is a 1st year student, Ph.D. course, Graduate School of Global Studies, 

Doshisha University. Her study is about the accident of TEPCO’s Fukushima Daiichi Nuclear 

Plant triggered by the Great East Japan Earthquake that broke out on March 11, 2011. She 

thinks of what are the effects of the accident to everyday lives and how we should morally take 

up the issue. While the reconstruction process goes on, the government tries to dissipate 

people’s insecurities about health through dissemination of “scientific” knowledge. However, 

there are still uncertainties as the debate on the effect of body’s exposure to radiation 

continues. Reconstruction process should not put aside health problems and anxieties. 

Discussion should be based on uncertainties. People express what they think and do not think, 

trying to comprehend each other, so that people can create a space of life. She considers all 

these issues using the method of oral history.      

 

 

鄭柚鎮（ちょん・ゆじん） 

1969 年、ソウル生まれ 

同志社大学グローバルスタディーズ研究科 元助教 

専攻はジェンダー論 

共著に『東アジアの冷戦と国家テロリズム－米日中心の地域秩序の廃絶をめざして』、『現代

沖縄の歴史経験―希望、あるいは未決定性について』、『「慰安婦」問題の解決に向けて―開

かれた議論のために』、共編に『軍事的暴力を問う―旅する痛み』など 

 

Jeong Yujin was born in Seoul in 1969. She is former Assistant Professor at Graduate School 
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of Global Studies, Doshisha University. She specializes gender studies. Her co-authored 

works include: The Cold War and State Terrorism in East Asia: Dismantling the U.S.-Japan-
Centred Regional Order, Historical Experience in Contemporary Okinawa: On Hope, or 
Undecidedness, and Toward a Resolution of “Ianfu” Question: For an Opne Discussion, as 

well as a co-edited volume, Questioning Military Violence: Pain of Travelling.      
 

 

和田元（わだ・もとい） 

1994 年より同志社大学工学部教授．現在は名称変更により理工学部教授．ローレンスバー

クレー研究所にて加速器科学を研究(1978-1983)，カリフォルニア大学バークレー校にて Ph. 

D 取得．日立製作所にて宇宙開発，電力用二次電池の研究開発に従事(1983-1987)．ドイツ

ユーリッヒ研究所，核融合科学研究所，宇宙航空研究開発機構などで客員教授を歴任．現在

も量子科学研究機構や核融合科学研究所と共同研究を行う．2002 年，同志社大学がリエゾ

ンオフィスを開設した際の初代所長で同志社大学の産学連携の基盤を作る．自らも産業界

との共同研究を推進しており，基礎研究から応用研究まで幅広い研究領域で活動中．アメリ

カ物理学会，日本物理学会会員．国際負イオン源会議専門委員会委員．（304 字） 

 

Motoi Wada started working as a Professor of the Faculty of Engineering, Doshisha University 

from 1994. The name of the faculty has changed to the Faculty of Science and Engineering.  

He obtained his Ph. D from the University of California, Berkeley through studying 

accelerator physics at Lawrence Berkeley Laboratory from 1978 to 1983. His experience at 

Hitachi from 1983 to 1987 includes space development programs and research activities on 

secondary battery systems for energy storage. Jülich Research Center in Germany, National 

Institute for Fusion Science, and Japan Aerospace Exploration Agency appointed him to a 

visiting professor. He actively engages in collaboration research with National Institute of 

Quantum and Radiological Science and Technology, and National Institute for Fusion 

Science. He established the foundation of the linkage between industry community and 

Doshisha university as the first director of the University Industry Liaison Office of the 

Doshisha University opened in 2002. While propelling collaboration with industries he covers 

wide area of research fields from fundamental natural science area to technological 
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applications.  He is a member of American Physical Society, Japanese Physical Society and a 

committee member of international conferences like the International Conference on 

Negative ions Beams and Sources. 

 

 

西川由紀子（にしかわ・ゆきこ） 

現職は名古屋大学大学院国際開発研究科教授。ブラッドフォード大学にて修士号（紛争解

決、1999 年）および博士号（平和学、2004 年）を取得。2005 年から 2006 年まで、タイ王

立チュラロンコン大学大学院の研究員、マヒドン大学院で専任講師．東南アジアを中心にア

ジア太平洋地域における安全保障、開発と平和に関する研究を行う。主な著書：Yukiko 

NISHIKAWA (2018) Political Sociology of Japanese Pacifism, London: Routledge、西川由紀

子『小型武器に挑む国際協力』創成社、2013 年、西川由紀子「紛争後の国家建設の死角と

国際社会の課題」、国際政治学会編『国際政治―紛争後の国家建設』174 号、27－40 頁、2013

年、Yukiko NISHIKAWA (2010) Human Security in Southeast Asia, London: Routledge. 

  

NISHIKAWA Yukiko is Professor at the Graduate School of International Development in 

Nagoya University (Japan). She obtained M.A. in Conflict Resolution and Ph.D. in Peace 

Studies from the University of Bradford (U.K.). She lived in Thailand between 2005 and 2010 

and taught in graduate schools in Chulalongkorn University and Mahidol University 

(Thailand). Her research focuses on issues related to security, development and peace in the 

Asia Pacific region. Her major publications include Political Sociology of Japanese Pacifism, 

(Routledge, 2018), Human Security in Southeast Asia, (Routledge, 2010), “Human security 

in Southeast Asia: viable solution or empty slogan?” Security Dialogue, (2009) and Japan’s 
Changing Role in Humanitarian Crises, (Routledge, 2005). 

 

 

飯塚まり （いいづか・まり） 

同志社大学（心理学）、スタンフォード大学 MBA、MA(開発経済)、京都大学 PhD 

外資系企業から、世界銀行 （ワシントン DC）、アジア経営大学院、立命館アジア太平洋

大学を経て現職。INSEAD（仏）他、客員研究員。アジア各国での経営者トップセミナーを
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始めとして、多国籍企業や50 か国以上出身のMBAを対象とした豊富な教育経験を有する。

米国ＮＬＰ協会準トレーナー。グーグル発のマインドフルネスリーダーシップの公式トレ

ーナー（日本在住 3 名の内の一人）。日本能率協会 Kaika Awards 審査委員。日本グローバ

ルコンパクト・アカデミックネットワーク（J-GCAN）会長。同志社大学 Well-being リサー

チセンター長。 

 

Mari Iizuka obtained her MBA and MA (development economics) from Stanford University 

and her Ph.D. degree from Kyoto University by conducting an in-depth study of management 

in an Asian developing society. After a stint at the World Bank in Washington, D.C. working 

on projects for East Europe, Asia and Africa, she was a faculty member of the Asian Institute 

of Management in the Philippines, known for its diverse students from Asia. Prior to Doshisha, 

Prof. Iizuka was a professor at the Ritsumeikan Asia Pacific University in Japan. The courses 

she teaches and have taught are Strategic Management, International Business Management, 

Business Ethics and CSR, Asian Business Management, and among others. Through her long 

experience in the MBA and executive education in Asia, She has taught students from more 

than 100 countries and regions around the world. 

 

 

旦 祐介 （だん・ゆうすけ） 

東京大学教養学部教養学科卒、米国アマースト大学卒、東京大学大学院総合文化研究科博士

課程修了、東海大学国際学科教授、同大学ヨーロッパ学術センター所長、同大学国際戦略本

部長、東洋学園大学副学長を経て、現在同大学学長、日本人間の安全保障学会 (JAHSS) 監

事。専門は国際関係論、国際開発論、人間の安全保障、イギリス帝国史。『コモンウェルス

とは何か ポスト帝国時代のソフトパワー』（共著）/ 2014 年 7 月 / ミネルヴァ書房、“New 

Regional Security Challenges: Japan's outlook since March 11”, Regional Integration in the 
21st Century, Universidad del Salvador, Argentina, March 2014. 

 

Yusuke Dan 

Degrees: B.A., British Studies, Tokyo University; B.A., Political Science, Amherst College 

(USA); M.A. and Ph.D. course work completed, International Relations, Tokyo University 

Graduate School.  
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Previous positions: Professor, Department of International Studies, Tokai University; 

Executive Director, Tokai University European Center (Copenhagen); Executive Director, 

Tokai University International Strategic Headquarters; Vice President, Toyo Gakuen 

University. 

Current statuses: President, Toyo Gakuen University, and Auditor, Japan Association of 

Human Security Studies (JAHSS). 

Fields of study: international relations, international development studies, human security, 

British imperial history.  

Publications: The Commonwealth: Soft power in the post-imperial era (in Japanese, co-

authored), Minerva Press, 2014; “New Regional Security Challenges: Japan's outlook since 

March 11”, Regional Integration in the 21st Century, Universidad del Salvador, Argentina, 

March 2014. 



 

June 12, 2020 

 

Measurement of outcomes 

 

2019年 11月 30に、グローバル・スタディーズ研究科主催による国際シンポジウムを開

催し、その中で「誰も取り残されない社会を目指して ―持続可能な開発目標（SDGs）と日

本の人間の安全保障指標―」のセッションを設けた。本学からは国連グローバルコンパクト

活動に関与してきている教員（元教員含む）と院生含む計 6名が、異なった見地より日本の

SDGs問題について活発な議論を交わした。また同シンポジウムでは、元国連事務次長（高

須幸雄氏）が SDGs についての課題と日本の役割について基調講演を行った。日本以外に

も 10か国以上からの参加者を含め、さらなる SDGs推進において意見交換を設けることが

できた。 

 

Doshisha University (Graduate School of Global Studies) held the International 

Symposium on Global Studies on November 30th. Session on “Sustainable Development 

Goals (SDGs) and Japan: Opportunities and Challenges” was included in the symposium 

to exchange views and opinions on this subject matter by scholars and practitioners 

including those who have been actively involved in the UN Global Compact. H. E. Yoshio 

Takasu, a former UN Under Secretary-General delivered a keynote speech on the above 

topic as well. During the session, the latest status on the promotion of SDGs were shared 

by the panelists as well as audiences. The symposium was attended by many 

participants with more than 10 nationalities including both developed and developing 

countries. 
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